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28えひめ国体・大会承認 第 1－33 号

　えひめ国体がなければボウリングに出会っていなかった（かもしれない）高橋と泉宗が

地元の声援に応えれば、ボウリングのため故郷を離れていた安里と今井は成長して恩返し

の優勝。そして、17 年ぶりに頂点を極めた神奈川県。沈黙の間に、県の顔となる選手が

着実に育ち、満を持して優勝という結果にたどり着きました。

　今年の国体は、ホームタウン愛を味方につけた選手に勝利の女神がほほえんだようです。
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２
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
札

幌
大
会
は
２
０
１
８
年
９
月
14
日

㈮
か
ら
17
日
（
月
・
祝
）
、
北
海

道
札
幌
市
の
綜
合
レ
ジ
ャ
ー
サ
ン

コ
ー
ボ
ウ
ル
（
公
競
№
１
０
１
‐

０
８
６
）
で
の
開
催
で
す
。
２
０

１
３
年
の
北
九
州
大
会
以
来
、
２

度
目
の
都
市
開
催
と
な
り
ま
す
。

第
73
回
国
民
体
育
大
会
（
福
井

し
あ
わ
せ
元
気
国
体
）
と
日
本
ス

ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
８
札

幌
大
会
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
ブ
ロ

ッ
ク
割
当
が
、
10
月
25
日
付
で
決

定
し
ま
し
た
。

福
井
国
体
は
２
０
１
８
年
10
月

１
日
㈪
か
ら
６
日
㈯
に
か
け
て

福
井
市
の
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
Ｗ
Ａ

Ｖ
Ｅ
40
（
公
競
№
１
２
０
‐
０
１

今
後
は
Ｊ
Ｂ
Ｃ
主
催
大
会
に
全

公
協
の
後
援
名
義
を
い
た
だ
く
こ

と
や
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
普
及
・
拡
大

に
向
け
た
共
同
事
業
の
実
施
な

ど
、
新
し
い
時
代
に
向
け
て
協
力

体
制
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

系
を
確
認
。
各
種
料
金
納
入
方
法

に
つ
い
て
、
公
認
競
技
場
は
「
Ｊ

Ｂ
Ｃ
に
一
括
納
入
」
ま
た
は
「
一

部
を
全
公
協
経
由
で
納
入
」
の
い

ず
れ
か
を
選
択
で
き
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

度
内
容
に
関
す
る
合
意
に
達
し
ま

し
た
。

Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
競
技
場
と
な
る
ボ

ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
旧
来
よ
り

全
公
協
へ
の
加
盟
義
務
は
無
い
こ

と
や
、
新
制
度
に
お
け
る
料
金
体

Ｊ
Ｂ
Ｃ
と
全
国
ボ
ウ
リ
ン
グ
公
認

競
技
場
協
議
会
（
全
公
協
）
は
制

４
月
１
日
に
改
定
さ
れ
た
Ｊ
Ｂ

Ｃ
公
認
競
技
場
制
度
に
関
し
て
、

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

（
以
上
、
下
地
賀
寿
守
競
技
力
向

上
部
会
長
）

▽
女
子
選
手
の
生
理
的
作
用
（
朝

日
大
学
・
本
田
亜
紀
子
氏
）

▽
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
の
た
め
の
体

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
瀧
本
未
来
競

技
力
向
上
部
会
員
）

〈
順
不
同
〉

▽
大
会
に
お
け
る
戦
術
・
戦
法
に

つ
い
て

▽
レ
ー
ン
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
作
り

の
方
向
性
と
そ
の
戦
略
法

▽
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
外
傷
と
応
急
処

置▽
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法

▽
ス
ポ
ー
ツ
と
栄
養

▽
目
的
に
応
じ
た
指
導
方
法
と
ネ

▽
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
の
運
動
生
理

学
と
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス

▽
ボ
ー
ル
選
択
と
ド
リ
ル
の
仕
方

で
変
化
す
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
ス
タ
イ

ル▽
対
象
に
応
じ
た
指
導
方
法

科
目
の
試
験
に
合
格
す
る
と
、
日

体
協
公
認
コ
ー
チ
資
格
を
取
得
で

き
ま
す
。
ま
た
同
時
に
Ｊ
Ｂ
Ｃ
・

Ｕ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の
ブ
ロ
ン
ズ
コ
ー
チ
資

格
も
付
与
さ
れ
ま
す
。
（
※
一
部

条
件
あ
り
）

【
講
習
内
容
・
講
師
】

（
公
財
）
日
本
体
育
協
会
公
認

ボ
ウ
リ
ン
グ
コ
ー
チ
養
成
講
習
会

（
後
期
）
が
10
月
13
日
㈮
か
ら
15

日
㈰
に
か
け
て
、
東
京
・
シ
チ
ズ

ン
ボ
ウ
ル
（
公
競
№
１
１
３
‐
１

１
３
）
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。知

識
習
得
が
中
心
の
前

期
日
程
（
９
月
に
開
催
）

に
対
し
、
後
期
は
指
導
実

習
と
実
技
が
大
半
を
占
め

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。
全
日

本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の

下
地
賀
寿
守
監
督
（
協
会

競
技
力
向
上
部
会
長
）
が

中
心
と
な
っ
て
、
リ
ア
リ

テ
ィ
の
あ
る
講
習
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
専
門

科
目
を
受
講
の
上
、
共
通

そ
し
て
投
球
レ
ッ
ス

ン
。
助
走
な
し
で
シ
ン
プ

ル
に
投
げ
て
基
本
を
確
認

し
、
下
地
監
督
が
一
人
ひ

と
り
に
合
わ
せ
た
上
達
の

ポ
イ
ン
ト
を
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
も
６
都
市

で
約
３
０
０
名
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
無
事
フ
ィ
ナ

ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。
参

加
者
皆
さ
ん
の
楽
し
い
ボ

ウ
リ
ン
グ
ラ
イ
フ
を
こ
れ
か
ら
も

応
援
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く

じ
（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
）
の
助
成
を
受
け

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

レ
ッ
ス
ン
ビ
デ
オ
を
も
と
に

「
予
習
」
を
し
た
あ
と
、
実
技
の

前
に
ス
ト
レ
ッ
チ
方
法
を
レ
ク
チ

ャ
ー
。
キ
ッ
ズ
か
ら
シ

ニ
ア
ま
で
安
全
に
取
り

組
め
る
よ
う
、
念
入
り

に
準
備
運
動
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
手
順
か

ら
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
を

「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
再
認

識
し
て
い
た
だ
く
の
も

キ
ャ
ラ
バ
ン
の
目
的
で

す
。
お
手
本
と
し
て
登

場
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ

ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
も
緊

張
感
を
持
っ
て
臨
み
ま

す
。

全
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
下

地
賀
寿
守
監
督
に
よ
る
出
張
特
別

レ
ッ
ス
ン
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
キ
ャ
ラ

バ
ン
」
。
10
月
７
日
㈯
に
山
形
・

山
形
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ウ
ル
（
公
競

№
１
０
６
‐
０
３
２
）
、
10
月
８

日
㈰
に
福
島
・
ボ
ウ
ル
ア
ピ
ア
郡

山
（
公
競
№
１
０
７
‐
０
１
６
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
出
張
リ
ク
エ
ス
ト
が

寄
せ
ら
れ
る
ほ
ど
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
る
こ
の
企
画
。
今
年
度
最

終
回
の
２
会
場
も
、
首
を
長
く
し

て
待
っ
て
た
と
い
う
熱
心
な
ボ
ウ

ラ
ー
が
集
ま
り
ま
し
た
。

保
田
綾
子
、
松
原
成
光
、
千
田

亮
、
野
月
明
広
、
和
田
祐
輔
、
桜

田
恵
美
子
、
筒
井
好
美
、
中
村
一

騎
、
加
藤
雅
広
、
米
田
文
彦
、
宮

田
愛
美
、
谷
藤
真
理
、
清
水
淳
、

▽
岩
手

沼
田
聡

▽
宮
城

石
田
靖

▽
秋
田

原
子
大
将
、
能
登
信

治
、
菊
谷
将
康
、
佐
藤
優
太
、
佐

藤
由
佳
子
、
原
子
久
子
、
相
場
興

▽
学
連

石
川
新
、
小
野
大
輔
、

斎
藤
こ
夏
、
長
谷
川
雄
政
、
深
川

広
大
、
小
原
栄
輝
、
工
藤
陽
一
郎

Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
第
３
種

審
判
員
認
定
会

(

青
森
特
別
開
催)

【
第
３
種
】

▽
北
海
道

片
石
昇

▽
青
森

吉
田
晃
基
、
長
尾
昴

樹
、
工
藤
壽
紀
、
三
浦
実
大
、
工

藤
純
一
郎
、
佐
田
博
仁
、
鶴
ケ
谷

政
二
、
西
山
響
、
三
浦
泰
平
、
深

堀
雄
一
、
菊
池
良
秋
、
工
藤
博

昭
、
中
村
恵
子
、
下
田
昭
博
、
久

▽
北
海
道

松
田
光
司
、
保
木
慎

吾
、
水
田
勝
久
、
澁
川
保
則
、
塚

田
昭
司
、
小
田
美
香
子
、
高
野
繁

彦
、
藤
岡
昌
智
、
増
本
卓
浩
、
西

田
茂
、
横
尾
功
、
日
野
智
仁
、
仙

庭
雅
嗣
、
岡
村
順
一

▽
鹿
児
島

草
原
千
宏
、
伊
川
剛

Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
第
１
種･

第
２
種
審
判
員
昇
格
試
験

(

北
海
道
特
別
開
催)

【
第
１
種
】

▽
北
海
道

高
橋
宜
嗣
、
田
中
秀

司【
第
２
種
】

▽
12
月
８
日
㈮
～
９
日
㈯

Ｊ
Ｂ

Ｃ
公
認
ド
リ
ラ
ー
有
資
格
者
研
修

会
（
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ス
）

神
奈

川
・
ス
ポ
ル
ト
八
景
ボ
ウ
ル

▽
12
月
22
日
㈮
～
24
日
㈰

文
部

科
学
大
臣
杯
第
24
回
全
国
高
等
学

校
対
抗
選
手
権
大
会

神
奈
川
・

川
崎
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

静
岡
・
浜
松
毎
日
ボ
ウ
ル

▽
11
月
24
日
㈮
～
12
月
４
日
㈪

世
界
選
手
権
大
会
２
０
１
７
男
女

大
会

ア
メ
リ
カ
・
ラ
ス
ベ
ガ
ス

▽
12
月
６
日
㈬
～
７
日
㈭

Ｊ
Ｂ

Ｃ
公
認
ド
リ
ラ
ー
有
資
格
者
研
修

会
（
ブ
ロ
ン
ズ
コ
ー
ス
）

神
奈

川
・
ス
ポ
ル
ト
八
景
ボ
ウ
ル

ニ
ア
ジ
ャ
パ
ン
合
宿

東
京
・
シ

チ
ズ
ン
ボ
ウ
ル

▽
11
月
18
日
㈯
～
20
日
㈪

文
部

科
学
大
臣
杯
第
55
回
全
日
本
大
学

選
手
権
大
会

京
都
・
キ
ョ
ー
イ

チ
ボ
ウ
ル
宇
治

▽
11
月
24
日
㈮
～
26
日
㈰

第
50

回
全
日
本
実
業
団
選
手
権
大
会

▽
11
月
３
日
（
金
・
祝
）
～
５
日

㈰

第
50
回
全
日
本
新
人
選
手
権

大
会

北
海
道
・
綜
合
レ
ジ
ャ
ー

サ
ン
コ
ー
ボ
ウ
ル

▽
11
月
９
日
㈭
～
12
日
㈰

内
閣

総
理
大
臣
杯
・
文
部
科
学
大
臣
杯

第
46
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
選
手

権
大
会
（
「
福
井
し
あ
わ
せ
元

気
」
国
体
プ
レ
大
会
）

福
井
・

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
40

▽
11
月
17
日
㈮
～
19
日
㈰

ジ
ュ 11月＆12月

長
）
、
鈴
木
孝
政
（
同
副
理
事

長
）
、
山
西
利
明
、
山
下
素

弘
、
河
合
勉
、
板
垣
愛
子

▽
広
島
県

田
中
義
一

▽
学
生
連
合

吉
岡
英
隆
（
Ｊ

Ｂ
Ｃ
副
会
長
、
学
生
連
合
会

長
）

〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

事
長
）
、
石
崎
修
同
、
木
戸
修

同
、
永
野
勇
同
、
三
森
秀
人

▽
静
岡
県

望
月
義
夫
（
連
盟

会
長
）
、
植
田
徹
（
同
副
会

長
）
、
板
垣
幸
吉
（
同
理
事

【
特
別
個
人
会
員
】

▽
神
奈
川
県

不
破
伸
二
（
Ｊ

Ｂ
Ｃ
理
事
、
連
盟
副
会
長
兼
理

事
長
）
、
三
嶋
正
志
（
連
盟
副

会
長
）
、
和
田
龍
康
（
同
副
理

平
成
29
年
10
月
１
日
以
降
登
録
者


山形＆福島で2017最終回
山形会場山形会場

福島会場福島会場

投球前にビデオ
で予習
投球前にビデオ
で予習 ナ

シ
ョ
ナ
ル
メ
ン
バ
ー

と
の
ふ
れ
あ
い
も

ナ
シ
ョ
ナ
ル
メ
ン
バ
ー

と
の
ふ
れ
あ
い
も

協
会
評
議
員

玉
利
齊
氏
逝
去

協
会
評
議
員
の
玉
利
齊
氏

が
10
月
14
日
に
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

公
認
競
技
場
新
制
度

Ｊ
Ｂ
Ｃ
と
全
公
協
が
合
意

Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
審
判
員

認
定
会･

昇
格
試
験
合
格
者

後
期
日
程
を
終
了

講
義
す
る
下
地
監
督

ブ
ロ
ッ
ク
割
当
が
決
定

２
０
１
８
福
井
国
体
＆

ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
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儔儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐

儔
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐

儔儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐

儔
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

郎
協
会
専
務
理
事
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
松
山
市
の
野
志
克
仁

市
長
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
代
読
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
は

愛
媛
県
代
表
選
手
と
全
日
本
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
が

ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
。
参
加
者

を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
一
緒

に
２
ゲ
ー
ム
を
楽
し
く
プ
レ
ー

し
ま
し
た
。

え
ひ
め
国
体
ボ
ウ
リ
ン
グ
競

技
の
開
催
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
市
民
ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン

グ
を
９
月
29
日
㈮
に
開
催
。
１

０
１
名
も
の
参
加
者
が
集
ま
り

ま
し
た
。

フ
リ
ー
投
球
で
慣
ら
し
た

後
、
開
会
式
と
し
て
齋
藤
良
太

誉
会
長
と
し
て
選
手
へ
歓
送
の
こ

と
ば
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

場
さ
れ
ま
し
た
。
野
志
市
長
の
目

の
前
で
は
、
愛
媛
県
代
表
の
高
橋

晃
大
選
手
（
少
年
男
子
）
が
優
勝

を
決
め
、
同
じ
く
泉
宗
心
音
選
手

と
越
智
真
南
選
手
が
大
接
戦
の
末

１
・
２
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
を
遂
げ
ま

し
た
。

選
手
の
大
活
躍
に
は
大
会
役
員

を
務
め
る
地
元
愛
媛
県
の
方
々
も

思
わ
ず
歓
喜
。
競
技
後
に
は
野
志

市
長
も
３
選
手
と
と
も
に
取
材
の

カ
メ
ラ
に
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
見
せ

ま
し
た
。

野
志
市
長
は
10
月
５
日
㈭
の
閉

会
式
に
も
ご
出
席
さ
れ
、
大
会
名

松
山
市
長
の
目
前
で

愛
媛
選
手
の
優
勝
劇

10
月
２
日
㈪
、
個
人
戦
の
決
勝

戦
に
合
わ
せ
て
松
山
市
の
野
志
克

仁
市
長
が
ボ
ウ
リ
ン
グ
会
場
へ
来

彦
会
長
と
、
会
場
ご
提
供
の
キ
ス

ケ
株
式
会
社
・
日
野
正
人
常
務
取

締
役
よ
り
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

大
会
競
技
規
程
説
明
、
認
証
報

告
と
審
判
団
の
紹
介
を
行
い
、
厳

粛
な
セ
レ
モ
ニ
ー
を
終
了
。
５
日

間
の
競
技
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

き
、
来
賓
を
代
表
し
て(

公
社)

日

本
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
協
会
・
中
里
則

１
日
㈰
９
時
か
ら
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
各
都
道
府
県
の
選

手
が
入
場
行
進
し
、

昨
年
の
い
わ
て
国
体

で
男
女
総
合
第
１
位

と
な
っ
た
千
葉
県
か

ら
、
北
川
薫
協
会
会

長
へ
ト
ロ
フ
ィ
ー
が

返
還
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
北
川
会
長
が
開
会
の

あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
松
山
市
・
野

志
克
仁
市
長
か
ら
の
歓
迎
の
こ
と

ば
が
代
読
さ
れ
ま
し
た
。
愛
媛
県

ボ
ウ
リ
ン
グ
連
盟
の
原
俊
司
副
会

長
に
も
歓
迎
の
こ
と
ば
を
い
た
だ

国
体
の
各
競
技
、
天
皇
杯
得
点

第
１
位
に
授
与
さ
れ
る
「
大
会
会

長
ト
ロ
フ
ィ
ー
」
を
返
還
す
る
セ

レ
モ
ニ
ー
が
、
競
技
初
日
の
10
月

と
ト
ラ
ッ
ク
に
降
り
立
ち
、
車
い

す
選
手
へ
ト
ー
チ
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。

優
勝
、
団
体
戦
で
は
準
優
勝
の
好

成
績
を
収
め
、
白
羽
の
矢
が
立
っ

た
泉
宗
選
手
。
炬
火
台
か
ら
堂
々

子
代
表
の
泉
宗
心
音
選
手
が
、
こ

の
大
役
を
務
め
ま
し
た
。

個
人
戦
で
３
年
ぶ
り
２
度
目
の

総
合
閉
会
式
で
は

炬
火
分
火
役
に

泉
宗
選
手

国
体
期
間
中
大
会
を
見
守
っ
た

炬
火
は
、
続
い
て
開
催
さ
れ
る
全

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け

て
分
火
・
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
ま

す
。
10
月
10
日
㈫
に
挙
行
さ
れ
た

総
合
閉
会
式
で
、
愛
媛
県
少
年
女

市民ふれあいボウリングに101名が参加

協
会
北
川
会
長

愛
媛
県
連
盟

原
副
会
長

日
場
協

中
里
会
長

キ
ス
ケ
株
式
会
社

日
野
常
務
取
締
役

前回優勝の千葉県から
トロフィー返還

拍手で迎えられる選手たち拍手で迎えられる選手たち

第72回国民体育大会「愛顔つなぐえひめ国体」のボウリング競

技が10月１日㈰から５日㈭にかけて、愛媛県松山市のキスケボウ

ル（公競№138‐032）で開催されました。全国から予選・ブロッ

ク大会を勝ち抜いた36都道府県が10種目で覇を競い、男女総合で

は神奈川県が17年ぶりの優勝を、女子総合では和歌山県が初優勝

を果たしました。

第72回国民体育大会「愛顔つなぐえひめ国体」のボウリング競

技が10月１日㈰から５日㈭にかけて、愛媛県松山市のキスケボウ

ル（公競№138‐032）で開催されました。全国から予選・ブロッ

ク大会を勝ち抜いた36都道府県が10種目で覇を競い、男女総合で

は神奈川県が17年ぶりの優勝を、女子総合では和歌山県が初優勝

を果たしました。

総合開会式 入場行進する選手団総合開会式 入場行進する選手団

え
ひ
め
国
体
の
総
合
開
会
式
が
天
皇
皇
后

両
陛
下
ご
臨
席
の
も
と
、
９
月
30
日
㈯
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
松
山
市
の
ニ
ン

ジ
ニ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、
同
じ
松
山
市
内
で

翌
日
競
技
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
ボ
ウ
リ
ン
グ

競
技
の
選
手
た
ち
も
、
多
く
が
総
合
開
会
式

に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
は
、
各
都
道
府
県
代
表
選
手

団
の
先
頭
を
飾
る
団
旗
旗
手
に
ボ
ウ
リ
ン
グ

競
技
か
ら
６
名
が
抜
擢
さ
れ
ま
し
た
。

総
合
開
会
式

ボ
ウ
リ
ン
グ
か

ら

旗
手
に

６
名

▷青森県 西山響選手 (少年男子)

▷宮城県 早坂友伸選手(成年男子)

▷神奈川県 川田光一選手(成年男子)

▷岡山県 大林令奈選手(少年女子)

▷長崎県 原口優馬選手(少年男子)

▷沖縄県 幸喜将太選手(成年男子)

道
府
県
の
全
種
目
の
合
計
ポ
イ

ン
ト
（
天
皇
杯
得
点
）
を
も
と

に
男
女
総
合
の
順
位
が
決
定
、

女
子
種
目
の
ポ
イ
ン
ト
（
皇
后

杯
得
点
）
に
よ
っ
て
女
子
総
合

順
位
が
決
定
し
ま
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
配
分
】

▽
個
人
戦

１
位
８
点
、
２
位

７
点
、
３
位
６
点
、
４
位
５

点
、
５
位
４
点
、
６
位
３
点
、

７
位
２
点
、
８
位
１
点

▽
団
体
戦

１
位
24
点
、
２
位

21
点
、
３
位
18
点
、
４
位
15

点
、
５
位
12
点
、
６
位
９
点
、

７
位
６
点
、
８
位
３
点

※
大
会
（
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
含

む
）
に
参
加
し
た
団
体
に
は
10

点
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

り
当
て
ら
れ
ま
す
。

競
技
種
目
は
全
10
種
目
。
成

年
の
部
は
個
人
戦
、
団
体
戦
２

人
チ
ー
ム
、
団
体
戦
４
人
チ
ー

ム
の
３
種
目
で
す
。
個
人
戦
と

２
人
チ
ー
ム
戦
は
予
選
６
ゲ
ー

ム
、
決
勝
３
ゲ
ー
ム
を
、
４
人

チ
ー
ム
戦
は
予
選
３
ゲ
ー
ム
と

決
勝
３
ゲ
ー
ム
を
投
球
し
ま

す
。
い
ず
れ
も
決
勝
に
は
上
位

８
名
（
チ
ー
ム
）
が
進
出
し
ま

す
。少

年
の
部
は
個
人
戦
と
団
体

戦(

２
人
制)

を
、
成
年
の
部
と

同
じ
競
技
方
式
で
行
い
ま
す
。

各
種
目
で
８
位
ま
で
に
入
賞

す
る
と
、
順
位
に
応
じ
た
ポ
イ

ン
ト
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
各
都

国
民
体
育
大
会
の
ボ
ウ
リ
ン

グ
競
技
に
は
総
勢
３
０
２
名
の

選
手
が
出
場
し
ま
す
。
各
都
道

府
県
で
予
選
を
パ
ス
し
た
、
成

年
男
子
・
女
子
各
４
名
、
少
年

男
子
・
女
子
各
２
名
が
チ
ー
ム

を
編
成
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に

臨
み
、
種
別
ご
と
の
出
場
権
争

い
を
勝
ち
抜
く
と
本
大
会
出
場

が
叶
い
ま
す
。

本
大
会
の
出
場
枠
は
成
年
男

子
28
チ
ー
ム
、
成
年
女
子
24
チ

ー
ム
、
少
年
男
子
24
チ
ー
ム
、

少
年
女
子
23
チ
ー
ム
。
全
国
９

ブ
ロ
ッ
ク
の
規
模
に
応
じ
て
割

愛
媛
代
表
と
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ

松
山
市

野
志
市
長

仲良く記念撮影も仲良く記念撮影も
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儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儰

た
。優

勝
の
可
能
性
が
あ
る
中
で
成

年
女
子
４
人
チ
ー
ム
戦
の
決
勝
に

進
ん
だ
の
は
、
ト
ッ
プ
の
和
歌
山

の
み
。
こ
こ
で
は
８
位
に
終
わ
っ

た
が
、
３
点
を
加
算
し
て
総
合
計

59
ポ
イ
ン
ト
と
し
優
勝
。
和
歌
山

国
体
を
経
て
力
を
つ
け
た
成
果
が

表
れ
歓
喜
の
初
優
勝
と
な
っ
た


女
子
総
合(

皇
后
杯
得
点)

女
子
総
合(

皇
后
杯
得
点)

女
子
総
合(

皇
后
杯
得
点)

女
子
総
合(

皇
后
杯
得
点)

女
子
総
合(

皇
后
杯
得
点)

個
人
戦
で
２
ケ
タ
得
点
に
乗
せ

た
の
は
、
15
ポ
イ
ン
ト
の
愛
媛
の

み
。
団
体
戦
（
２
人
）
で
は
和
歌

山
が
優
勝
と
３
位
で
42
点
を
獲
得

し
て
逆
転
し
た
。
千
葉
も
30
点
を

上
げ
る
と
、
21
点
を
上
乗
せ
し
た

愛
媛
を
抜
い
て
２
位
に
浮
上
し

た
こ
と
で
総
合
優
勝
を
確
定
さ
せ

て
い
た
神
奈
川
だ
っ
た
が
、
こ
こ

で
も
男
子
が
６
位
通
過
か
ら
の
逆

転
優
勝
。
総
合
計
１
２
８
ポ
イ
ン

ト
で
17
年
ぶ
り
２
度
目
の
男
女
総

合
を
飾
っ
た
。

優
勝
し
、
２
位
と
３
位
に
も
入
っ

た
こ
と
で
一
気
に
94
ポ
イ
ン
ト
ま

で
伸
ば
し
首
位
に
立
っ
た
。

最
終
日
の
成
年
男
子
４
人
チ
ー

ム
戦
、
２
・
３
位
に
つ
け
て
い
た

愛
媛
と
愛
知
が
予
選
敗
退
と
な
っ

男
女
総
合(

天
皇
杯
得
点)

男
女
総
合(

天
皇
杯
得
点)

男
女
総
合(

天
皇
杯
得
点)

男
女
総
合(

天
皇
杯
得
点)

男
女
総
合(

天
皇
杯
得
点)

個
人
戦
を
終
了
し
た
時
点
で
、

２
種
目
優
勝
＆
２
位
１
種
目
の
愛

媛
は
23
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
。
群
馬

は
成
年
男
子
で
２
名
が
２
位
（
同

位
）
に
入
り
、
少
年
女
子
で
も
４

位
で
18
点
を
上
げ
た
。

団
体
戦
の
６
種
目
は
個
人
戦
の

３
倍
の
ポ
イ
ン
ト
が
与
え
ら
れ

る
。
リ
ー
ド
を
作
っ
た
愛
媛
も
油

断
は
許
さ
れ
な
い
状
況
だ
っ
た

が
、
少
年
女
子
が
２
位
、
少
年
男

子
も
４
位
に
入
賞
し
て
36
点
を
プ

ラ
ス
し
た
。
し
か
し
神
奈
川
が
少

年
男
子
と
成
年
男
子
（
２
人
）
で

７
０
と
ス
コ
ア
が
伸
び
な
か
っ
た

神
奈
川
Ｂ
に
、
３
位
通
過
の
広
島

Ａ
（
中
塩
・
難
波
江
）
が
迫
っ
て

い
っ
た
が
、
最
後
に
持
ち
直
し
た

神
奈
川
Ｂ
が
逃
げ
切
っ
た
。

▽
団
体
戦
（
４
人
）

１
・
２
ゲ

ー
ム
目
で
伸
び
悩
ん
だ
埼
玉
（
八

鍬
・
西
巻
・
秋
元
・
今
北
）
だ
っ

た
が
、
３
ゲ
ー
ム
目
に
会
心
の
９

３
３
で
抜
け
出
し
た
。
２
位
の
群

馬
（
福
田
・
石
川
・
佐
藤
・
宮

澤
）
は
52
ピ
ン
差
を
つ
け
ら
れ

た
。決

勝
１
ゲ
ー
ム
目
、
８
４
２
と

し
た
群
馬
は
埼
玉
を
逆
転
し
た
、

し
か
し
次
の
ゲ
ー
ム
は
７
７
４
と

伸
ば
せ
ず
。
６
位
通
過
の
神
奈
川

（
佐
々
木
・
土
方
・
斎
藤
・
川

田
）
は
こ
の
と
き
８
７
７
を
マ
ー

ク
し
て
首
位
を
奪
っ
た
。
大
阪

（
武
本
・
浦
口
・
白
濱
・
濱
田
）

も
８
３
０
台
を
連
発
し
て
２
位
に

つ
け
た
。

最
終
ゲ
ー
ム
を
残
し
て
神
奈
川

は
４
０
９
９
、
大
阪
は
４
０
８

２
。
群
馬
は
４
０
３
９
で
水
を
開

け
ら
れ
て
い
た
が
、
最
後
に
８
７

９
と
盛
り
返
し
た
。
し
か
し
神
奈

川
も
８
４
１
で
締
め
く
く
り
逆
転

を
許
さ
ず
。
県
勢
２
年
ぶ
り
の
優

勝
を
遂
げ
た
。

策
（
沖
縄
）
が
６
７
８
の
好
ス
コ

ア
で
逆
転
し
た
。

１
３
６
５
の
宮
澤
を
安
里
が
７

ピ
ン
差
で
追
っ
て
決
勝
戦
。
１
ゲ

ー
ム
目
は
安
里
が
２
２
２
と
し
首

位
を
奪
っ
た
。
２
ゲ
ー
ム
目
も
２

３
８
と
手
を
緩
め
な
い
安
里
に
、

宮
澤
も
２
３
３
で
追
い
す
が
る
。

最
終
ゲ
ー
ム
に
は
佐
藤
が
２
５
８

で
優
勝
戦
線
に
食
い
込
ん
で
き
た

が
、
安
里
は
２
０
６
に
ま
と
め
て

逆
転
を
許
さ
な
か
っ
た
。

少
年
・
成
年
と
も
に
個
人
戦
の

優
勝
歴
を
持
つ
安
里
だ
が
、
生
ま

れ
故
郷
の
沖
縄
代
表
と
し
て
は
今

回
が
初
め
て
の
優
勝
。
う
れ
し
涙

の
安
里
だ
っ
た
。

▽
団
体
戦
（
２
人
）

神
奈
川
Ｂ

（
土
方
・
佐
々
木
）
が
予
選
１
ゲ

ー
ム
目
か
ら
４
９
５
の
ビ
ッ
グ
ゲ

ー
ム
。
そ
の
後
も
４
８
３
・
４
５

０
と
た
た
み
か
け
て
ト
ー
タ
ル
１

４
２
８
と
し
た
。
２
位
の
愛
知
Ｂ

（
髙
平
・
白
井
）
は
92
ピ
ン
の
大

差
を
つ
け
ら
れ
た
。
後
半
は
１
３

０
０
台
後
半
を
マ
ー
ク
す
る
チ
ー

ム
も
続
出
し
た
が
、
神
奈
川
Ｂ
も

２
ゲ
ー
ム
目
に
４
７
０
を
打
つ
な

ど
好
調
で
首
位
を
キ
ー
プ
。
リ
ー

ド
は
１
０
８
ピ
ン
に
広
が
っ
た
。

決
勝
戦
に
入
っ
て
４
１
１
・
３

成

年

男

子

成

年

男

子

成

年

男

子

成

年

男

子

▽
団
体
戦
（
４
人
）

東
京
（
北

村
・
箕
輪
・
中
島
・
吉
田
）
が
２

ゲ
ー
ム
目
の
８
２
２
を
活
か
し
て

２
２
９
３
。
予
選
を
ト
ッ
プ
で
通

過
し
た
。
福
島
（
大
河
内
・
朝
倉

・
林
・
鈴
木
）
、
大
阪
（
中
野
・

京
井
・
庭
月
野
・
武
部
）
、
徳
島

（
木
村
・
吉
田
・
藤
岡
・
鹿
山
）

の
３
チ
ー
ム
が
２
２
２
０
台
で
２

位
集
団
を
形
成
し
た
。

決
勝
の
１
ゲ
ー
ム
目
に
８
１
２

を
打
っ
た
東
京
だ
っ
た
が
、
２
ゲ

ー
ム
目
は
７
２
３
。
大
阪
は
７
５

９
・
７
７
９
と
し
た
後
、
７
８
６

と
打
ち
上
げ
て
締
め
く
く
っ
た
。

追
い
上
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
43
ピ

ン
差
で
東
京
が
逃
げ
切
っ
た
。

平
均
年
齢
21
歳
と
参
加
チ
ー
ム

の
中
で
も
ひ
と
き
わ
若
い
東
京

は
、
４
人
チ
ー
ム
戦
が
６
ゲ
ー
ム

制
と
な
っ
て
か
ら
初
め
て
の
優
勝

で
、
強
豪
復
活
を
印
象
づ
け
た
。

成

年

男

子

▽
個
人
戦

予
選
前
半
は
７
０
０

Ｕ
Ｐ
が
２
人
。
佐
藤
貴
啓
（
群

馬
）
は
７
０
３
、
白
濱
大
夢
（
大

阪
）
は
７
０
１
を
マ
ー
ク
し
た
。

６
８
０
台
に
３
人
が
並
ん
だ
３
位

集
団
の
中
か
ら
、
後
半
は
宮
澤
拓

哉
（
群
馬
）
が
６
７
６
、
安
里
秀

し
ま
う
。
そ
れ
で
も
１
２
１
３
と

打
ち
上
げ
て
２
位
に
浮
上
し
た
北

海
道
Ｂ
（
村
瀬
・
古
賀
）
に
は
41

ピ
ン
差
を
残
し
た
。

決
勝
１
ゲ
ー
ム
目
は
３
８
９
に

ま
と
め
た
神
奈
川
Ｂ
だ
っ
た
が
、

２
ゲ
ー
ム
目
は
３
４
０
と
落
と
し

て
し
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
、
８
位

通
過
の
和
歌
山
Ａ(

山
本
・
川
口)

が
４
５
０
の
ビ
ッ
グ
ゲ
ー
ム
で
急

浮
上
し
て
き
た
。
20
ピ
ン
差
で
最

終
ゲ
ー
ム
を
迎
え
る
と
、
苦
戦
す

る
神
奈
川
Ｂ
を
逆
転
。
和
歌
山
Ａ

が
こ
の
種
目
初
優
勝
を
果
た
し

た
。

び
。
６
２
０
台
も
３
名
の
大
混

戦
。
３
位
集
団
に
い
た
箕
輪
加
奈

（
東
京
）
は
後
半
を
６
０
６
に
ま

と
め
て
首
位
に
立
っ
た
。
前
半
27

位
と
出
遅
れ
た
今
井
双
葉
（
熊

本
）
が
６
６
２
と
打
ち
上
げ
２
位

に
急
浮
上
。
５
度
目
の
優
勝
を
狙

う
向
谷
美
咲
（
千
葉
）
も
３
位
に

つ
け
た
。

ト
ッ
プ
３
の
点
差
は
わ
ず
か
20

ピ
ン
。
４
位
以
下
も
僅
差
で
迎
え

た
決
勝
は
、
今
井
の
独
壇
場
と
な

っ
た
。
１
ゲ
ー
ム
目
の
２
３
６
で

ま
ず
逆
転
す
る
と
、
２
ゲ
ー
ム
目

に
は
２
２
６
。
こ
の
時
点
で
２
位

箕
輪
と
の
差
は
81
ピ
ン
ま
で
開

き
、
最
後
も
２
２
５
と
好
ゲ
ー
ム

を
決
め
た
。
終
わ
っ
て
み
れ
ば
１

４
６
ピ
ン
リ
ー
ド
の
圧
勝
だ
っ

た
。高

校
３
年
の
と
き
に
全
日
本
選

手
権
を
制
し
て
い
る
今
井
。
さ
ら

に
成
長
し
て
国
体
の
タ
イ
ト
ル
を

も
獲
得
し
た
。

▽
団
体
戦
（
２
人
）

神
奈
川
Ｂ

（
藤
原
・
太
田
）
は
予
選
前
半
の

３
ゲ
ー
ム
す
べ
て
４
０
０
Ｕ
Ｐ
。

１
２
５
４
を
マ
ー
ク
し
て
２
位
の

鹿
児
島
Ａ
（
片
野
坂
・
片
野
坂
）

に
33
ピ
ン
差
を
つ
け
た
。
と
こ
ろ

が
後
半
は
大
き
く
マ
イ
ナ
ス
し
て

成

年

女

子

成

年

女

子

成

年

女

子

成

年

女

子

成

年

女

子

▽
個
人
戦

予
選
前
半
は
畠
田
佳

世
子
（
広
島
）
が
６
３
６
、
藤
原

聖
佳
（
神
奈
川
）
が
６
３
３
で
並

る
た
び
に
振
り
返
り
ガ
ッ
ツ
ポ
ー

ズ
。
２
ゲ
ー
ム
目
、
３
ゲ
ー
ム
目

と
リ
ー
ド
を
広
げ
る
か
た
ち
で
逃

げ
切
っ
た
。

え
ひ
め
国
体
を
目
指
し
て
ボ
ウ

リ
ン
グ
を
始
め
た
高
橋
。
原
点
と

な
っ
た
大
会
で
最
高
の
結
果
を
残

し
た
。

▽
団
体
戦

予
選
前
半
、
１
２
９

８
で
首
位
の
神
奈
川
（
坂
本
・

畑
）
に
対
し
、
２
位
の
東
京
（
天

川
・
本
橋
）
は
10
ピ
ン
差
、
３
位

愛
媛
（
吉
田
・
高
橋
）
は
24
ピ
ン

差
と
横
一
線
。
同
じ
く
38
ピ
ン
差

で
４
位
に
つ
け
て
い
た
長
崎
（
德

久
・
原
口
）
が
後
半
２
位
に
順
位

を
上
げ
た
が
、
神
奈
川
は
こ
の
シ

リ
ー
ズ
も
１
２
８
５
の
好
得
点
で

リ
ー
ド
を
１
１
３
ピ
ン
ま
で
広
げ

た
。決

勝
に
入
り
、
１
ゲ
ー
ム
目
こ

そ
マ
イ
ナ
ス
し
た
神
奈
川
だ
っ
た

が
、
ラ
ス
ト
２
ゲ
ー
ム
は
４
６
０

・
４
５
８
と
打
ち
上
げ
て
１
３
０

２
。
最
終
的
に
２
６
３
ピ
ン
差
を

つ
け
る
大
勝
を
遂
げ
た
。

少

年

男

子

少

年

男

子

少

年

男

子

少

年

男

子

広
げ
た
が
、
２
ゲ
ー
ム
目
に
は
愛

知
が
４
１
２
を
打
っ
て
17
ピ
ン
差

ま
で
巻
き
返
し
た
。
勝
負
の
最
終

ゲ
ー
ム
は
愛
知
が
２
人
と
も
１
９

６
で
締
め
く
く
り
ト
ッ
プ
を
守
り

抜
い
た
。
愛
知
県
勢
と
し
て
は
こ

の
種
目
２
連
覇
。
メ
ン
バ
ー
２
人

と
も
初
出
場
で
の
快
挙
が
選
手
層

の
厚
さ
を
示
し
た
。

少

年

男

子

▽
個
人
戦

長
澤
知
靖
（
埼
玉
）

が
ゲ
ー
ム
ロ
ー
ハ
イ
８
ピ
ン
な
が

ら
６
７
６
と
い
う
ス
コ
ア
メ
イ
ク

で
前
半
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
。
２
位

に
つ
け
た
の
は
高
橋
晃
大
（
愛

媛
）
。
ビ
ッ
グ
ゲ
ー
ム
を
活
か
し

て
７
ピ
ン
差
に
つ
け
た
。
す
る
と

後
半
も
６
４
７
に
ま
と
め
て
逆

転
。
長
澤
は
33
ピ
ン
差
で
追
う
立

場
と
な
っ
た
。

決
勝
戦
、
高
橋
が
２
４
６
と
す

れ
ば
長
澤
は
２
４
７
と
、
実
力
伯

仲
の
戦
い
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
湧
い

た
。
髙
橋
は
ス
ト
ラ
イ
ク
を
決
め

３
０
５
の
愛
知
に
対
し
、
２
位
の

愛
媛
は
２
２
９
４
。
３
位
の
千
葉

（
水
野
・
向
谷
）
は
２
２
４
６
と

離
さ
れ
た
。

決
勝
戦
で
は
ト
ッ
プ
２
チ
ー
ム

の
実
力
が
激
突
。
１
ゲ
ー
ム
目
に

愛
知
が
４
２
５
と
し
31
ピ
ン
差
に

ー
ム
を
前
に
し
て
、
３
ピ
ン
差
以

内
で
並
ん
だ
３
名
。
こ
の
状
況
で

抜
け
出
し
た
の
は
泉
宗
だ
っ
た
。

２
フ
レ
ー
ム
目
か
ら
４
連
続
ス
ト

ラ
イ
ク
で
引
き
離
し
、
２
０
８
を

マ
ー
ク
。
投
げ
終
え
た
時
点
で
勝

利
を
確
信
、
飛
び
跳
ね
て
う
れ
し

さ
を
爆
発
さ
せ
た
。

そ
し
て
接
戦
の
末
、
越
智
が
２

位
を
決
め
る
と
、
泉
宗
も
駆
け
つ

け
て
大
号
泣
。
地
元
開
催
の
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
か
ら
解
放
さ
れ
た
瞬
間

だ
っ
た
。

▽
団
体
戦

個
人
戦
で
最
高
の
成

績
を
収
め
た
愛
媛
（
越
智
・
泉

宗
）
。
団
体
戦
で
も
予
選
前
半
か

ら
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
。
と
は
い
え

２
位
の
岡
山
（
大
林
・
万
代
）
は

５
ピ
ン
差
で
、
以
下
も
リ
ー
ド
と

呼
べ
る
点
差
に
は
な
ら
ず
。
４
位

に
つ
け
て
い
た
愛
知
（
熊
澤
・
水

谷
）
は
後
半
４
１
０
台
を
連
発
し

て
首
位
を
奪
っ
た
。
ト
ー
タ
ル
２

少

年

女

子

少

年

女

子

少

年

女

子

少

年

女

子

少

年

女

子

▽
個
人
戦

予
選
前
半
は
赤
田
稀

歌
（
和
歌
山
）
が
６
１
６
で
唯
一

の
プ
ラ
ス
ス
コ
ア
。
２
位
の
森
内

菜
摘
（
徳
島
）
は
19
ピ
ン
差
で
続

い
た
。
13
位
と
出
遅
れ
た
坂
井
百

望
（
福
岡
）
は
後
半
で
６
２
５
と

打
ち
上
げ
る
と
１
位
通
過
を
決
め

た
。
越
智
真
南
（
愛
媛
）
は
７
ピ

ン
差
、
泉
宗
心
音
（
愛
媛
）
は
さ

ら
に
８
ピ
ン
差
と
、
混
戦
の
色
合

い
が
増
し
て
決
勝
戦
を
迎
え
た
。

酒
井
と
泉
宗
は
１
ゲ
ー
ム
目
に

そ
ろ
っ
て
２
１
３
を
マ
ー
ク
。
し

か
し
２
ゲ
ー
ム
目
で
と
も
に
ス
コ

ア
を
落
と
し
て
し
ま
う
。
越
智
は

１
９
２
・
１
９
３
と
安
定
し
た
ス

コ
ア
メ
イ
ク
を
見
せ
た
。
最
終
ゲ

少年男子個人戦少年男子個人戦

少年女子個人戦少年女子個人戦少年女子団体戦少年女子団体戦

少年男子団体戦少年男子団体戦

成年女子個人戦成年女子個人戦

成年女子２人チーム戦成年女子２人チーム戦

成年女子４人チーム戦成年女子４人チーム戦

成年男子個人戦成年男子個人戦

成年男子２人チーム戦成年男子２人チーム戦

成年男子４人チーム戦成年男子４人チーム戦

男女総合男女総合 女子総合女子総合

永年の雪辱を果たした神奈川県永年の雪辱を果たした神奈川県

地元国体を経て成果 和歌山県地元国体を経て成果 和歌山県

成年男子４人チーム戦
神奈川（斎藤・佐々木
・土方・川田）

成年男子２人チーム戦
神奈川（土方･佐々木)
成年男子２人チーム戦
神奈川（土方･佐々木)

成年男子個人戦
安里秀策
成年男子個人戦
安里秀策

少年女子個人戦
泉宗心音
少年女子個人戦
泉宗心音

少年女子２人チーム戦
愛知（水谷・熊澤）
少年女子２人チーム戦
愛知（水谷・熊澤）

少年男子個人戦
高橋晃大
少年男子個人戦
高橋晃大

少年男子２人チーム戦
神奈川（畑・坂本）
少年男子２人チーム戦
神奈川（畑・坂本）

成年女子個人戦
今井双葉

成年女子２人チーム戦
和歌山（川口・山本）
成年女子２人チーム戦
和歌山（川口・山本）

成年女子４人チーム戦
東京（箕輪･吉田･中島
・北村）

成年女子４人チーム戦
東京（箕輪･吉田･中島
・北村）
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高
橋
は
個
人
総
合
決
定
戦
へ
ト
ッ

プ
で
進
出
し
た
。
小
玉
眞
（
神
奈

川
）
は
38
ピ
ン
差
で
２
位
に
つ
け
る

と
、
上
が
り
の
２
ゲ
ー
ム
で
２
４
７

・
２
６
２
と
た
た
み
か
け
た
。
し
か

し
高
橋
も
２
４
６
・
２
５
２
と
一
歩

も
譲
ら
ず
、
21
ピ
ン
差
を
残
し
て
逃

げ
切
っ
た
。
こ
の
種
目
は
４
位
ま
で

が
大
会
記
録
を
上
回
っ
た
。

ピ
ン
上
回
っ
て
優
勝
し
た
。

個
人
戦
で
は
前
半
稲
田
武
史
（
北

海
道
）
と
笹
森
武
雄
（
北
海
道
）
が

６
９
０
で
並
ん
だ
。
６
８
８
で
３
位

に
つ
け
た
高
橋
賢
二(

神
奈
川)

は
、

後
半
１
ゲ
ー
ム
目
に
２
７
８
と
打
ち

上
げ
た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
７
６
１
の

高
ス
コ
ア
で
、
大
会
記
録
を
１
２
５

ピ
ン
上
回
っ
て
の
優
勝
と
な
っ
た
。

録
で
の
連
覇
を
遂
げ
た
。

個
人
戦
の
前
半
は
古
旗
く
に
子

（
長
野
）
が
た
だ
一
人
６
０
０
台
を

マ
ー
ク
す
る
も
、
後
半
ス
コ
ア
を
落

と
し
て
し
ま
う
。
５
マ
ー
ク
差
で
追

っ
て
い
た
澤
田
英
子
（
三
重
）
は
１

ゲ
ー
ム
目
の
２
３
３
で
逆
転
。
こ
の

種
目
３
連
覇
中
の
大
丸
谷
智
子
（
石

川
）
も
最
終
ゲ
ー
ム
の
２
５
３
で
澤

田
に
迫
っ
た
が
、
３
ピ
ン
差
で
澤
田

が
逃
げ
切
っ
た
。

個
人
総
合
の
ト
ッ
プ
通
過
は
大
丸

谷
。
中
村
邦
子
（
石
川
）
が
37
ピ
ン

差
で
２
位
に
つ
け
た
。
決
定
戦
で
は

大
崩
れ
せ
ず
ス
コ
ア
を
ま
と
め
た
大

丸
谷
が
そ
の
ま
ま
優
勝
。
惜
し
く
も

３
冠
独
占
は
逃
し
た
が
、
個
人
総
合

Ｖ
４
の
偉
業
を
遂
げ
た
。

▼

男
子
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア

▲

２
人
チ
ー
ム
戦
前
半
の
ト
ッ
プ
は

三
重
Ａ
（
伊
藤
・
栗
林
）
の
１
３
１

４
。
そ
れ
を
三
重
Ｂ
（
南
出
・
鈴

木
）
が
15
ピ
ン
差
で
追
っ
た
。
後
半

は
２
チ
ー
ム
の
明
暗
が
分
か
れ
た
。

プ
ラ
ス
に
乗
せ
ら
れ
な
か
っ
た
三
重

Ｂ
に
対
し
、
三
重
Ａ
は
伊
藤
が
６
５

８
、
栗
林
が
６
６
３
を
た
た
き
出
し

て
１
７
４
ピ
ン
差
。
大
会
記
録
を
91

ッ
プ
２
を
含
め
多
く
が
後
半
ス
コ
ア

を
上
げ
ら
れ
ず
。
石
川
Ａ
（
東
・
前

田
）
は
前
半
１
３
０
５
か
ら
の
後
半

１
３
５
１
で
逆
転
優
勝
を
決
め
た
。

個
人
戦
で
は
横
山
義
雄
（
石
川
）

が
前
半
７
２
９
で
ト
ッ
プ
に
立
つ

も
、
後
半
５
５
５
に
留
ま
り
後
退
。

６
５
９
を
打
ち
な
が
ら
も
入
賞
圏
外

で
折
り
返
し
た
前
田
知
一
（
石
川
）

は
、
後
半
に
７
３
２
と
打
ち
上
げ
る

と
一
気
に
逆
転
し
て
、
２
人
チ
ー
ム

と
の
２
冠
を
決
め
た
。

２
人
チ
ー
ム
戦
で
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

も
達
成
し
た
川
島
徹
（
神
奈
川
）
が

決
定
戦
へ
ト
ッ
プ
で
進
出
。
２
位
の

東
秀
雄
（
石
川
）
に
１
３
９
ピ
ン
の

大
差
を
つ
け
て
最
終
日
を
迎
え
る

と
、
こ
こ
で
も
６
７
３
に
ま
と
め
る

好
投
を
見
せ
、
大
会
新
記
録
と
な
る

３
５
０
１
で
優
勝
を
果
た
し
た
。

▼

女
子
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア

▲

２
人
チ
ー
ム
戦
の
石
川
（
中
村
・

大
丸
谷
）
は
前
回
大
会
優
勝
ペ
ア
。

前
半
に
１
１
７
７
を
マ
ー
ク
す
る

と
、
２
位
の
三
重
（
松
田
・
澤
田
）

に
69
ピ
ン
差
を
つ
け
た
。
後
半
も
１

２
５
６
で
、
ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア
は
プ

ラ
ス
と
な
る
２
４
３
３
。
大
会
新
記

最
終
ゲ
ー
ム
の
２
５
１
で
田
中
を
１

ピ
ン
差
に
抑
え
て
優
勝
し
た
。

個
人
総
合
で
ト
ッ
プ
通
過
は
剣
持

京
子
（
群
馬
）
。
２
位
の
中
西
晴
子

(

愛
知)

に
88
ピ
ン
差
を
つ
け
た
。
連

覇
濃
厚
で
決
定
戦
を
迎
え
た
が
、
１

ゲ
ー
ム
目
で
吉
川
朋
子(

三
重)

に
並

ば
れ
て
し
ま
っ
た
。
柳
川
も
追
い
上

げ
て
三
つ
巴
の
最
終
ゲ
ー
ム
は
好
ス

コ
ア
の
応
酬
。
吉
川
と
10
ピ
ン
差
で

優
勝
を
決
め
た
剣
持
は
、
２
連
覇
達

成
と
同
時
に
新
記
録
も
樹
立
し
た
。

▼

男
子
シ
ニ
ア

▲

２
人
チ
ー
ム
戦
、
新
潟
（
中
澤
・

松
田
）
は
前
半
１
３
５
４
を
た
た
き

出
し
た
。
２
位
の
神
奈
川
Ｂ
も
８
ピ

ン
差
。
１
３
０
０
台
を
マ
ー
ク
し
た

チ
ー
ム
は
７
チ
ー
ム
だ
っ
た
が
、
ト

▼

女
子
シ
ニ
ア

▲

２
人
チ
ー
ム
戦
の
前
半
、
宮
城

（
西
尾
・
鈴
木
）
が
１
２
１
８
を
マ

ー
ク
し
た
が
、
２
位
の
三
重
Ｂ
（
西

浦
・
吉
川
）
と
は
26
ピ
ン
の
僅
差
。

後
半
は
３
位
に
つ
け
て
い
た
群
馬

（
剣
持
・
中
尾
）
が
追
い
上
げ
て
き

た
が
８
ピ
ン
及
ば
ず
、
宮
城
は
新
記

録
で
の
逃
げ
切
り
優
勝
と
な
っ
た
。

個
人
戦
は
大
混
戦
。
田
中
し
づ
子

（
神
奈
川
）
の
５
９
６
を
筆
頭
に
５

９
０
台
に
５
人
が
固
ま
っ
た
。
後
半

は
６
０
０
Ｕ
Ｐ
も
続
出
す
る
状
況
の

中
、
５
８
２
で
折
り
返
し
た
柳
川
穂

波
（
三
重
）
が
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
。
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第
８
回
東
日
本
シ
ニ
ア
競
技
大
会
、
第
８
回
西

日
本
シ
ニ
ア
競
技
大
会
が
10
月
20
日
㈮
か
ら
22
日

㈰
に
か
け
て
、
石
川
・
ジ
ャ
ン
ボ
ボ
ー
ル
（
公
競

№
１
１
９-

０
０
２
）
と
香
川
・
太
洋
ボ
ウ
ル

（
公
競
№
１
３
６-

０
３
１
）
で
同
時
開
催
さ
れ

た
。
２
大
会
合
わ
せ
て
４
４
２
名
の
シ
ニ
ア
選
手

が
競
い
合
い
、
連
覇
や
新
記
録
、
２
冠
３
冠
と
い

っ
た
快
挙
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
と
な
っ
た
。
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た
。▼

男
子
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア

▲

２
人
チ
ー
ム
戦
前
半
は
徳
島
（
神

下
・
広
瀬
）
が
１
３
５
２
で
京
都
Ｂ

（
並
河
・
播
本
）
は
１
ピ
ン
差
。
３

位
に
つ
け
て
い
た
香
川
Ａ(

楠
井･

吉

田
）
は
１
ゲ
ー
ム
目
の
４
５
８
で
逆

転
す
る
と
そ
の
ま
ま
逃
げ
切
っ
た


個
人
戦
は
松
井
正
信
（
大
阪
）
が

７
１
５
で
折
り
返
し
た
。
２
位
集
団

に
４
マ
ー
ク
を
つ
け
て
い
か
が
後
半

は
ス
コ
ア
を
伸
ば
せ
ず
。
92
ピ
ン
差

を
追
っ
て
い
た
マ
ド
レ
秀
弘
（
京

都
）
は
後
半
に
入
っ
て
２
６
５
・
２

７
８
と
た
た
み
か
け
て
、
大
逆
転
で

優
勝
を
奪
っ
た
。

マ
ド
レ
は
個
人
総
合
も
ト
ッ
プ
で

決
定
戦
に
進
出
。
右
肩
上
が
り
の
好

調
さ
で
こ
こ
で
も
７
１
１
と
し
、
２

位
に
１
６
４
ピ
ン
差
と
圧
勝
で
個
人

２
冠
を
獲
得
し
た
。

▼

女
子
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア

▲

２
人
チ
ー
ム
戦
、
広
島
Ａ
（
北
川

・
沖
）
は
沖
縄
（
渡
慶
次
・
大
城
）

と
６
ピ
ン
差
の
接
戦
で
折
り
返
す

と
、
後
半
リ
ー
ド
を
広
げ
て
い
っ

た
。
最
終
ゲ
ー
ム
に
一
矢
報
い
た
沖

縄
だ
っ
た
が
、
20
ピ
ン
差
で
広
島
Ａ

に
軍
配
が
上
が
っ
た
。

個
人
戦
で
は
竹
本
佐
知
子
（
広

島
）
が
５
９
２
で
前
半
ト
ッ
プ
。
後

半
も
順
調
に
ス
コ
ア
を
ま
と
め
て
い

た
が
、
沖
崇
子
（
広
島
）
が
２
ゲ
ー

ム
目
の
２
４
９
で
一
気
に
逆
転
し
優

勝
を
さ
ら
っ
た
。

２
種
目
制
覇
の
沖
は
個
人
総
合
も

ト
ッ
プ
通
過
の
上
、
２
位
の
奥
村
鈴

子
（
京
都
）
に
は
70
ピ
ン
差
を
つ
け

た
。
決
定
戦
を
５
６
１
に
ま
と
め
る

と
逃
げ
切
り
Ｖ
。
２
年
ぶ
り
３
度
目

の
総
合
優
勝
で
大
会
常
連
の
沖
だ

が
、
３
冠
独
占
は
初
達
成
を
果
た
し

げ
た
。
14
ピ
ン
で
迎
え
た
最
終
ゲ
ー

ム
で
辛
く
も
逃
げ
切
っ
た
鈴
、
大
会

新
記
録
で
の
優
勝
と
な
っ
た
。

個
人
総
合
決
定
戦
へ
は
矢
野
徹

（
広
島
）
が
ト
ッ
プ
通
過
。
19
ピ
ン

差
で
２
位
の
國
友
俊
康
（
福
岡
）
は

決
定
戦
で
７
４
１
と
打
ち
上
げ
て
逆

転
。
終
わ
っ
て
み
れ
ば
１
１
８
ピ
ン

差
の
大
勝
と
な
っ
た
。

半
は
福
岡
Ａ
が
４
６
８
・
４
６
１
・

４
７
２
と
見
事
な
ス
コ
ア
メ
イ
ク
を

見
せ
て
優
勝
。
２
８
１
７
と
大
台
に

乗
せ
て
、
大
会
記
録
も
更
新
し
た
。

個
人
戦
の
前
半
は
金
谷
佳
哉
（
和

歌
山
）
が
７
４
３
、
鈴
康
孝
（
鹿
児

島
）
も
７
４
２
で
並
ぶ
接
戦
。
鈴
は

後
半
１
ゲ
ー
ム
目
に
２
６
３
を
打
つ

も
、
市
川
正
明
（
京
都
）
が
追
い
上

▼

女
子
シ
ニ
ア

▲

２
人
チ
ー
ム
戦
は
前
半
ト
ッ
プ
と

41
ピ
ン
差
だ
っ
た
京
都
Ｂ
（
北
山
・

斉
ノ
内
）
が
、
後
半
に
４
６
４
・
４

５
５
と
ビ
ッ
グ
ゲ
ー
ム
を
連
発
し
て

逆
転
。
し
か
し
最
終
ゲ
ー
ム
で
伸
び

悩
ん
だ
と
こ
ろ
へ
、
57
ピ
ン
差
で
追

っ
て
い
た
福
岡
（
谷
口
・
冨
髙
）
が

４
３
９
を
打
っ
て
抜
き
去
っ
た
。

個
人
戦
で
は
林
静
恵
（
山
口
）
が

前
半
６
６
２
を
マ
ー
ク
し
、
１
マ
ー

ク
差
内
に
谷
口
久
美
子
（
福
岡
）
、

山
﨑
明
美
（
和
歌
山
）
と
い
う
混

戦
。
４
位
に
つ
け
て
い
た
松
村
佳
美

（
和
歌
山
）
が
後
半
６
３
９
で
追
い

上
げ
た
が
、
林
も
６
１
４
と
粘
っ
て

首
位
を
守
り
抜
い
た
。

12
ゲ
ー
ム
の
時
点
で
ト
ッ
プ
は
２

５
５
５
を
マ
ー
ク
し
た
谷
口
。
２
位

の
松
村
に
81
ピ
ン
差
を
つ
け
た
。
個

人
総
合
決
定
戦
で
は
５
３
９
と
伸
び

悩
ん
だ
谷
口
だ
っ
た
か
、
ア
ベ
レ
ー

ジ
２
０
６
の
好
ス
コ
ア
で
優
勝
し

た
。

▼

男
子
シ
ニ
ア

▲

前
半
か
ら
１
４
０
０
台
に
乗
せ
る

チ
ー
ム
が
続
出
し
た
。
奈
良
（
山
中

・
堤
）
と
福
岡
Ａ
（
國
友
・
大
賀
）

が
４
ピ
ン
差
で
競
っ
て
い
た
が
、
後

ア
の
部
は
50
～
64
歳
、
グ
ラ
ン
ド

シ
ニ
ア
は
65
歳
以
上
の
選
手
が
競

技
す
る
。

４
部
門
と
も
、
２
人
チ
ー
ム
戦

（
２
×
６
Ｇ
）
、
個
人
戦
（
６

Ｇ
）
の
後
、
各
種
目
の
個
人
成
績

上
位
者
に
よ
る
個
人
総
合
決
定
戦

（
ス
コ
ア
持
込
み
15
Ｇ
）
を
行

う
。

東
日
本
・
西
日
本
シ
ニ
ア
競
技

大
会
は
同
日
に
同
一
種
目
・
競
技

方
法
で
行
わ
れ
る
。
部
門
は
男
子

シ
ニ
ア
・
女
子
シ
ニ
ア
・
男
子
グ

ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
・
女
子
グ
ラ
ン
ド

シ
ニ
ア
の
４
部
門
を
設
定
。
シ
ニ
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京
）
の
ペ
ア
が
ア
ベ
レ
ー
ジ
１
７

１
の
好
ス
コ
ア
で
優
勝
。
Ⅱ
組

（
Ｂ
２
選
手
２
名
の
チ
ー
ム
）
は

多
和
田
真
助
選
手
と
比
嘉
一
盛
選

手
（
沖
縄
）
が
１
ピ
ン
差
の
接
戦

を
制
し
ま
し
た
。

個
人
総
合
は
、
個
人
戦
予
選
と

ダ
ブ
ル
ス
戦
の
ス
コ
ア
合
計
に
よ

り
順
位
を
決
定
し
、
Ｂ
１

は
森
寛
樹
選
手
、
Ｂ
２
は

森
透
選
手
、
Ｂ
３
は
清
杉

政
敏
選
手
（
札
幌
市
）
の

優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
中
の
ハ
イ
ゲ
ー
ム

は
２
８
７
、
ハ
イ
シ
リ
ー

ズ
は
７
８
１
と
い
う
高
ス

コ
ア
。
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
を
感
じ
さ
せ
な
い
プ
レ

ー
と
ス
コ
ア
か
ら
、
日
頃

の
鍛
錬
が
伺
え
ま
し
た
。

し
た
。

ダ
ブ
ル
ス
戦
は
２
種
目
が
設
定

さ
れ
ま
し
た
。
Ⅰ
組
（
Ｂ
１
選
手

を
含
む
チ
ー
ム
）
で
は
森
寛
樹
選

手
と
五
味
龍
二
選
手
（
と
も
に
東

視
覚
障
害
者
ボ
ウ
リ
ン
グ
で

は
、
障
害
の
程
度
に
よ
り
選
手
が

３
つ
の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
競
技

を
行
い
ま
す
。
全
種
目
、
男
女
混

合
で
順
位
を
争
い
ま
し
た
。

個
人
戦
は
予
選
６
ゲ
ー
ム
の
ス

コ
ア
に
よ
り
上
位
４
名
が
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
。
Ｂ
１
ク
ラ

ス
で
は
、
８
月
の
Ｉ
Ｂ
Ｓ
Ａ
世
界

選
手
権
で
優
勝
し
た
髙
木
綾
子
選

手
（
東
京
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

Ｂ
２
ク
ラ
ス
は
ベ
テ
ラ
ン
の
森
透

選
手
（
奈
良
）
が
制
し
、
Ｂ
３
ク

ラ
ス
は
接
戦
の
末
、
尾
崎
登
志
夫

選
手
（
福
岡
）
が
頂
点
に
立
ち
ま

第
16
回
全
日
本
視
覚
障
害
者
選

手
権
大
会
が
10
月
７
日
㈯
・
８
日

㈰
の
両
日
、
東
京
・
シ
チ
ズ
ン
ボ

ウ
ル
（
公
競
№
１
１
３
‐
１
１

３
）
で
開
催
さ
れ
、
35
名
の
選
手

が
全
国
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

田
祐
太
（
岩
手
・
奥
州
市
立
胆
沢

中
学
校
）
２
２
５
７

③
山
田
美

月
（
宮
城
・
名
取
市
立
第
一
中
学

校
）
２
２
１
９

④
栗
林
結
衣

（
岩
手
・
盛
岡
市
立
見
前
中
学

校
）
２
１
５
９

⑤
堂
本
達
也

（
青
森
・
八
戸
市
立
白
台
中
学

校
）
２
１
２
５

⑥
菅
原
奏
（
岩

手
・
花
巻
市
立
石
鳥
谷
中
学
校
）

２
１
２
２

▽
高
校
生
男
子
（
12
Ｇ
）

①
神
永
雅
斗
（
福
島
・
県
立
二
本

松
工
業
高
校
）
２
３
７
３

②
田

窪
一
翔
（
青
森
・
八
戸
聖
ウ
ル
ス

ラ
学
院
高
校
）
２
３
６
４

③
中

村
優
也
（
青
森
・
東
奥
学
園
高

校
）
２
２
７
４

④
前
田
徹
（
青

森
・
東
奥
学
園
高
校
）
２
２
５
１

⑤
西
山
響
（
青
森
・
八
戸
工
業

大
学
第
一
高
校
）
２
２
４
４

⑥

阿
部
航
希
（
岩
手
・
県
立
紫
波
総

合
高
校
）
２
２
２
８

▽
高
校
生
女
子
（
12
Ｇ
）

①
宇
佐
美
玲
菜
（
福
島
・
県
立
好

間
高
校
）
２
２
１
５

②
大
久
実

結
（
青
森
・
千
葉
学
園
高
校
）
２

１
９
９

③
岡
本
楓
（
青
森
・
千

葉
学
園
高
校
）
２
１
２
９

④
伊

澤
未
来
（
福
島
・
Ｋ
Ｔ
Ｃ
中
央
高

等
学
院
郡
山
校
）
２
０
９
７

⑤

齊
藤
結
実
（
青
森
・
県
立
弘
前
高

校
）
２
０
９
０

⑥
長
谷
川
炎

（
山
形
・
山
本
学
園
高
校
）
２
０

２
４

仲
・
梅
澤
）
２
５
３
２

④
群
馬

Ａ
（
川
田
・
垣
内
）
２
４
０
８

⑤
千
葉
Ａ
（
水
野
・
向
谷
）
２
３

６
７

⑥
大
師
Ａ
（
神
奈
川
／
森

川
・
諏
訪
）
２
３
０
７

▽
個
人
戦
（
６
Ｇ
）

①
川
上
紗
季
（
栃
木
・
宇
都
宮
短

期
大
学
附
属
高
校
）
１
３
４
９

②
向
谷
優
那
（
千
葉
・
市
立
船
橋

高
校
）
１
３
０
７

③
野
仲
美
咲

（
東
京
・
堀
越
高
校
）
１
２
９
２

④
藤
田
梨
聖
（
千
葉
・
敬
愛
学

園
高
校
）
１
２
４
９

⑤
渡
辺
莉

央
（
群
馬
・
前
橋
育
英
高
校
）
１

２
２
５

⑥
諏
訪
汐
香
（
神
奈
川

・
県
立
大
師
高
校
）
１
２
２
５

▽
個
人
総
合
（
15
Ｇ
）

①
向
谷
優
那
（
千
葉
・
市
立
船
橋

高
校
）
３
３
８
８

②
川
上
紗
季

（
栃
木
・
宇
都
宮
短
期
大
学
附
属

高
校
）
３
３
７
５

③
諏
訪
汐
香

（
神
奈
川
・
県
立
大
師
高
校
）
３

１
６
９

④
渡
辺
莉
央
（
群
馬
・

前
橋
育
英
高
校
）
３
１
６
７

⑤

藤
田
梨
聖
（
千
葉
・
敬
愛
学
園
高

校
）
３
１
５
３

⑥
野
仲
美
咲

（
東
京
・
堀
越
高
校
）
３
１
１
８

第
16
回
東
北
中
学
生
高
校
生
選
手

権
大
会

６
月
17
日
㈯
～
18
日
㈰

ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
秋

田
店(

公
競
№
１
０
５
‐
０
２
８)

▽
中
学
生
（
12
Ｇ
）

①
會
田
薫
子
（
岩
手
・
盛
岡
市
立

下
橋
中
学
校
）
２
３
７
４

②
千

（
東
京
／
古
畑
・
鈴
木
）
２
６
０

２

④
釜
利
谷
Ａ
（
神
奈
川
／
加

藤
・
伊
藤
）
２
５
８
６

⑤
興
譲

館
Ｂ
（
山
梨
／
仙
野
・
須
山
）
２

５
８
４

⑥
釜
利
谷
Ｂ
（
神
奈
川

／
木
村
・
上
山
）
２
５
８
１

▽
個
人
戦
（
６
Ｇ
）

①
飯
塚
友
也
（
茨
城
・
県
立
下
妻

第
一
高
校
）
１
４
３
１

②
上
山

克
基
（
神
奈
川
・
県
立
釜
利
谷
高

校
）
１
４
０
３

③
鈴
木
彪
雅

（
東
京
・
堀
越
高
校
）
１
４
０
１

④
川
原
優
一
（
埼
玉
・
鹿
島
学

園
高
校
）
１
３
６
３

⑤
羽
ヶ
﨑

匠
海
（
神
奈
川
・
県
立
横
浜
南
陵

高
校
）
１
３
４
７

⑥
武
井
道
寛

（
神
奈
川
・
県
立
大
和
東
高
校
）

１
３
３
４

▽
個
人
総
合
（
15
Ｇ
）

①
鈴
木
彪
雅(

東
京
・
堀
越
高
校)

３
４
５
９

②
飯
塚
友
也
（
茨
城

・
県
立
下
妻
第
一
高
校
）
３
４
２

０

③
羽
ヶ
﨑
匠
海
（
神
奈
川
・

県
立
横
浜
南
陵
高
校
）
３
３
８
１

④
佐
藤
雄
偉
（
群
馬
・
樹
徳
高

校
）
３
３
５
２

⑤
伊
藤
匠
海

（
神
奈
川
・
県
立
釜
利
谷
高
校
）

３
３
２
７

⑥
川
原
優
一
（
埼
玉

・
鹿
島
学
園
高
校
）
３
３
２
６

【
女
子
の
部
】

▽
２
人
チ
ー
ム
戦
（
２
×
６
Ｇ
）

①
栃
木
Ａ
（
藤
沼
・
川
上
）
２
６

１
３

②
群
馬
Ｃ
（
渡
辺
・
浦

部
）
２
５
５
２

③
東
京
Ａ
（
野

第
16
回
関
東
地
区
高
等
学
校
対
抗

競
技
大
会

６
月
３
日
㈯
～
４
日

㈰

宇
都
宮
第
二
ト
ー
ヨ
ー
ボ
ウ

ル
（
公
競
№
１
０
９
‐
０
２
６
）

【
男
子
の
部
】

▽
２
人
チ
ー
ム
戦
（
２
×
６
Ｇ
）

①
国
士
舘
（
東
京
／
関
口
・
天

川
）
２
７
１
４

②
群
馬
（
佐
藤

・
宮
澤
）
２
６
０
８

③
堀
越
Ｂ

園
高
校
）
が
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
す

る
幸
先
の
い
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。
そ
し
て
女
子
チ
ー
ム
戦

で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
と
、
女

子
オ
ー
ル
エ
ベ
ン
ツ
で
は
泉
宗
が

金
メ
ダ
ル
に
輝
き
ま
し
た
。

経
験
豊
富
な
泉
宗
が
結
果
を
示

し
、
初
の
公
式
国
際
大
会
出
場
と

な
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
大
健
闘
の
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

【
詳
細
は
次
号
】

日
本
代
表
は
シ
ン
グ
ル
ス
戦
で

羽
ヶ
﨑
匠
海
（
神
奈
川
・
県
立
横

浜
南
陵
高
校
）
が
銀
メ
ダ
ル
、
泉

宗
心
音
（
愛
媛
・
聖
カ
タ
リ
ナ
学

第
19
回
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
選
手
権

大
会
が
10
月
22
日
㈰
か
ら
28
日
㈯

に
か
け
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
ニ

ラ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ニングや毎日の走り込みをし

てきました。継続は力なりと

思います。」

地元での快挙だけに、応援も

力になったのでは…「祖父母

や親せきたちが応援に来てく

れて、学校の友達や先生たち

がすごく喜んでくれました。

大学生になってもボウリング

を続け、成人でもタイトルを

とりたい。どの大会でも上位

にいるような選手が目標で

す。」

たかはし・こうだい 18歳

イヨテツクラブ所属、新田高

等学校３年生。小学４年生の

ときに、えひめ国体を目指し

た選手発掘事業でボウリング

と出会う。全日本小学生競技

大会で６年生時（2011年）に

準優勝。昨年の全国都道府県

対抗選手権（えひめ国体リハ

ーサル大会）でも選手権者決

定戦で６位入賞するなど成長

を遂げた。えひめ国体では少

年男子個人戦で優勝、団体戦

で４位に入り、周囲の期待に

応えた。

ついに迎えた本番のえひめ国

体。個人戦で最高の結果を残

しました。「予選１位で、優

勝することが目標でした。落

ち着いて投球して、１位を死

守すると思い決勝戦に臨みま

した。優勝は決勝戦の３ゲー

ム目、９フレーム目の１投目

で確信しました。スコアを見

て、９本倒せば決まりかな、

と思って投げたので。」

堂々としたプレーが印象的で

した。一番の勝因はどこに？

「日々の努力だと思います。

週４日の練習に、体幹トレー

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

高橋晃大さん (愛媛県)

vol.117

落ち着いて１位を死守する！

好
ス
コ
ア
続
出
の
大
熱
戦

好
ス
コ
ア
続
出
の
大
熱
戦

好
ス
コ
ア
続
出
の
大
熱
戦

宣
誓
役
は
森
澤
亜
希
子
選
手

宣
誓
役
は
森
澤
亜
希
子
選
手

ガ
イ
ド
レ
ー
ル
を
頼
り
に
力
投

ガ
イ
ド
レ
ー
ル
を
頼
り
に
力
投

金１ 銀１ 銅２金１･銀１･銅２をＧＥＴ

銅メダルに笑顔の日本女子チーム
（左から泉宗、坂井、水谷、藤田）ⒸＡＢＦ
銅メダルに笑顔の日本女子チーム
（左から泉宗、坂井、水谷、藤田）ⒸＡＢＦ

デ
ビ
ュ
ー
戦
で
銀
メ
ダ
ル
の
羽
ヶ
﨑

デ
ビ
ュ
ー
戦
で
銀
メ
ダ
ル
の
羽
ヶ
﨑

泉
宗
は
３
種
目
で
表
彰
台
に

泉
宗
は
３
種
目
で
表
彰
台
に
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